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１．はじめに 

本業務は、ICのランプ新設に伴い逆 T式擁壁を検討する

ものである。当該地区は、海岸線（防潮堤）との離隔が 20m

以下と近接するため、塩害対策として竪壁かぶりを 90mm

と設定した。また、軟弱地盤を有するため、基礎形式の経

済比較を行い地盤改良を選定した。さらに地盤改良範囲に

は、杭基礎を有する既設擁壁があるため、既設杭撤去工法

の提案も実施した。 

２．業務の概要と設計条件 

・設計代表断面を以下に示す 

図－1 設計代表断面図 

・地盤定数を下表に示す 

表－１ 地盤定数一覧表 

・地盤種別：当該地区の地盤種別はⅡ種地盤となる。 

・鉄筋かぶり：過年度業務の方針を踏襲し、防潮堤を海

岸線と想定する。本擁壁と防潮堤との離隔が 20m 以下

のため、対策区分は S1）とする。なお、擁壁は橋梁の

橋台と同じように背面から土圧を受ける構造であるこ

とから、道路橋示方書下部工編 2）に基づき、竪壁はか

ぶりを 90m とする。底版は直接外気に触れないため、

標準かぶり 70mm とする。

・重要度：擁壁からの主働崩壊角が本線の車線に及ぶた

め、重要度 1とする。

・風荷重：遮音壁（路面から 5.0m）を設置するため、風

荷重を考慮する。

３．各種構造の検討 

(1)対象擁壁形式の抽出

当該路線の擁壁は最大擁壁高さが 5m～10m 程度の盛土擁

壁であるため、擁壁は表－２を参考に、逆 T 式擁壁を採用

することとした。 

表－２ 擁壁形式の抽出 3） 

 

 

 

 

変形係数

粘着力
c

(kN/㎡)

せん断
抵抗角
Φ(°)

E
(MN/㎡)

粘性土 Bc 6 16.0 19 0 4.2

砂質土 Bs 9 17.0 0 30 6.3

礫質土 Bg 30 20.0 0 36 21.0

粘性土 Ac 2 14.0 12 0 1.4

砂質土 As 7 17.0 0 28 4.9

粘性土1 Tc1 22 18.0 137 0 15.4

砂質土1-1 Ts1-1 11 18.0 0 32 7.7

砂質土1-2 Ts1-2 25 18.0 0 35 10.5

粘性土2 Tc2 49 17.7 188 0 34.3

砂質土2 Ts2 48 19.0 0 38 33.6

土層名 略号 設計用N値

単位体積重
量
γt

(kN/㎥)

せん断定数

擁壁の種類 適用高さ 選定上の目安 構造図

ブロック積

（石積）擁壁
5m以下

・法面下部の小規模な崩壊防止や法

面保護に用いる

輪荷重がかか

る
×

大型

ブロック積

擁壁

8m以下
・比較的安定した地山や切土部に用

いる

直壁構造であ

る

盛土部の擁壁

である

×

U型擁壁 —

・地下横断のアプローチ部で用いら

れる掘割式と地先道等へ取り付ける

中詰め式がある

本工区の目的

にそぐわない
×

プレキャスト

擁壁
5m以下

・現場打ち擁壁と比較して、工事費

が有利するとなる場合に採用する
壁高が高い ×

浸水想定区域

の範囲内
×

・盛土に比べて変形・変状に対する

修復性に劣る

・橋台背面アプローチ部には　採用

しない

もたれ式

擁壁

10m程度

以下

補強土壁 3～18m程度

盛土部の擁壁

である
×

片持ち梁式

擁壁（逆T式）
3～10m程度 本工区へ採用 〇

・基礎地盤は堅固な場合が望ましい

・比較的安定した地山や切土部に用

いる

・杭基礎となる場合にも用いる

・10m以上の場合も採用を検討する

本工区への適用

重力式擁壁
5m程度

以下
壁高が高い ×

・基礎地盤が良好な箇所に用いる

・杭基礎となる場合は適用しない

・鍬止め擁壁として用いられる
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(2)基礎形式の検討  

今回新設する擁壁は杭基礎を有する既設擁壁の撤去を伴

うため、構造性と経済性を比較検討した。検討案は以下の

3案とした。 

・第１案：地盤改良（パワーブレンダー工法） 

既設杭を全て撤去した後、残孔を良質土で充填し地盤改

良を行う。改良深度 13m までに適用する標準的な工法で

ある。 

・第２案：地盤改良（エポコラム工法） 

既設杭を撤去せずにそのまま地盤改良を行う工法である

が、既設杭の径が 500mm であるため、適用条件（φ450mm

以下）を満たさない。 

・第３案：杭基礎 

既設杭を全て撤去した後、残孔を良質土で充填し新設杭

を打設する。ただし、良質土の充填性が不十分となり、

周面摩擦が適切に取れないことがある。また、杭引抜時

に支持層が乱れるため、構造安定性が低下する恐れがあ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
４．まとめ 
・浸水想定域の範囲内であるため、逆 T式擁壁（塩害対

策のため、竪壁かぶり 90mm を確保）を採用。 

・支持層深度が GL-5m 以上のため、地盤改良にて支持力

を確保。 

・既設擁壁本体は油圧ブレーカーで撤去。杭はケーシン

グによる既設杭引抜工法を適用。 

・当該地は、既設 ICとして使用中のため、地質調査が十

分に行われてない。今後の課題として、軟弱地盤に対

して追加ボーリング等を行い、地盤条件を正確に把握

する必要がある。 

(3)既設擁壁撤去工法 

新設擁壁位置に既設擁壁があるため、施工前に擁壁を撤

去する必要がある。下記より、擁壁の躯体は破壊解体工法

（油圧ブレーカー）で撤去する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 油圧ブレーカー破壊解体工法 4） 
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表－３ 基礎形式比較表 
第１案 第2案 第3案

工法 既設杭撤去+地盤改良(パワーブレンダー工法) 既設杭未撤去+地盤改良(エポコラム工法) 既設杭撤去+杭基礎

断面図

既設杭の対応
既設杭を全撤去した後、残孔を良質土で充填し

地盤改良を行う
既設杭を撤去せずにそのまま地盤改良を行う

既設杭を全撤去した後、残孔を良質土で充填し

新設杭を打設する

構造性
標準的工法で適用する

〇

既設杭の径（Φ500mm）が

適用条件（Φ450mm）を満たせない

×

良質土の充填性が不十分のため、

周面摩擦が適切に取れないことがある

支持層が乱れるため、構造安定性が低下する

△

経済性
109,345千円

(2.23)

49,100千円

(1.00)

137,807千円

(2.81)

評価
構造性が担保でき、かつ経済的

⇒採用
構造性より不適合 構造安定性が低下し、経済的ではない
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